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第9回ホームカミングデイ開催案内
11月13日（土）　10：00～18：00（本郷・駒場）

KAITOKU

東 大 コ ミ ュ ニ テ ィ の た め の 会 報 誌

TSII 東京大学の卒業生連携プログラム
卒業生インタビュー　今、東大に還る13
末吉竹二郎　国際金融アナリスト
研究室をつなぐ人々10　薬学系研究科・薬学部　天然物化学教室
同窓会開催報告　コミュニティレポート
キャンパス・ビュー（sports）東京大学硬式野球部
東大基金より
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H O M E C O M I N G  D A Y

　　　  第9回ホームカミングデイ　学部・研究科・研究所別イベントのご案内 第
９
回 

東
京
大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
開
催
！

日
時
▼
11
月
13
日（
土
）　
午
前
10
時
～
午
後
６
時
（
個
別
に
は
も
っ
と
遅
い
催
し
も
あ
り
ま
す
）

場
所
▼
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
お
よ
び
駒
場
キ
ャ
ン
パ
ス

す
べ
て
の
東
京
大
学
卒
業
生
の
た
め
の
祭
典

「
社
会
が
変
わ
る
、 ベ
ン
チ
ャ
ー
で
変
え
る
、 

東
大
が
変
え
る
！
」

　
日
本
社
会
の
閉
塞
感
を
打
破
し
未
来
に
希
望
を
見
出
す
に
は
、
既
存
の
価
値
観
を
超
え
た
新

進
企
業
の
隆
盛
な
ど
、
若
い
層
が
元
気
で
活
躍
す
る
姿
を
見
る
こ
と
で
す
。
昨
年
の
「
新
技
術

特
集
」
に
引
き
続
き
、
今
年
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
創
業
経
営
者
に
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
な
お
前
号
で
の
予
告
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
部
変
更
が
あ
り
、
キ
ー
ノ
ー
ト
ス
ピ
ー
カ
ー

が
濱
田
東
京
大
学
総
長
に
替
り
ま
し
た
。

　
今
年
も
「
知
の
創
造
的
摩
擦
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
共
催
で
広
く
学
生
に
も
開
か
れ
て
い
ま
す
。

場　
　
　
　
所	

安
田
講
堂
（
予
約
不
要
）

時　
　
　
　
間	

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

基
調
講
演	

濱
田　
純
一
東
大
総
長

パ
ネ
リ
ス
ト	

飯
塚　
哲
哉
氏
（
ザ
イ
ン
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
㈱
社
長
、
70
年
工
学
部
卒
）　　

	

厳　
　
浩　
氏
（
Ｅ
Ｐ
Ｓ
㈱
社
長
、
93
年
医
学
系
Dr.
修
了
）

	

岩
瀬　
大
輔
氏
（
ラ
イ
フ
ネ
ッ
ト
生
命
保
険
㈱
副
社
長
、
98
年
法
学
部
卒
）

	

出
雲　
充　
氏
（
㈱
ユ
ー
グ
レ
ナ
社
長
、
02
年
農
学
部
卒
）

モ
デ
レ
ー
タ
ー	

各
務　
茂
夫
氏
（
東
大
産
学
連
携
本
部
事
業
化
推
進
部
長
教
授
）

■	問い合わせ先
赤門学友会　gakuyukai@adm.u-tokyo.ac.jp,	　Fax　03-5841-1054
卒業生室　tft@adm.u-tokyo.ac.jp　電話　03-5841-1216

歓迎式典
場所▶安田講堂
時間▶12：30～13：15
◦濱田純一	総長挨拶
◦来賓挨拶
◦活動報告

本郷いちょう藝術祭
（音楽演奏をお楽しみください）

場所▶安田講堂
時間▶10時～12時
[ 出演者 ] 音楽部管弦楽団（東
大オケ）、柏葉合唱団（混声合
唱）、和太鼓、など

濱田純一	総長

飯塚哲哉	氏

岩瀬大輔	氏

出雲　充	氏

特
別
フ
ォ
ー
ラ
ム

厳　　浩	氏

司
会　
佐
々
木
恭
子
氏
（
フ
ジ
テ
レ
ビ
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
、
96
年
教
養
学
部
卒
）

各務茂夫	氏

午前　13時 14 時 15 時 16 時 17 時 　 18時 問い合わせ先

本

郷

法学部
◦講演会　藤原帰一教授
「国際関係は変わったか――　
国際政治における不易と流行」

庶務係
03-5841-
3103

医学部 ◦講演会　「ライフサイクルと医療」
教務係
03-5841-
3385

情報理工学系 ◦シンポジウム　「情報科学科の現在、情報科学の未来」
　理学部情報科学科の現在について紹介するとともに、情報科学の未来について議論する。　

情報理工学務
グループ
03-5841-
6889

工学部
総務チーム
03-5841-
7792

文学部
教務係
03-5841-
3709

理学部
◦講演会・展示・座談会　検討中
・本学理学部卒のサイエンスイラストレーターの作品を展示
・学生による講演会
・外部研究者を招いての講演・座談会

総務チーム
03-5841-
4005

農学部 ◦講演会　弥生講堂 ◦懇親会
総務チーム
03-5841-
5482

経済学部
◦講演会　東京大学名誉教授・経済学研
究科附属金融教育研究センター長　貝塚
啓明「日本の財政赤字」

◦懇親会
経済学研究科棟コミュニ
ティ―ラウンジ（１階）

庶務係	
03-5841-
5543

教育学部 ＃156講義室 ◦講演会「翻訳と多言語環境」
講師　影浦　峡 教授

　　◦懇親会　「同窓の集い」
　　生協第2食堂

教務係 03-
5841-3902

薬学部
◦薬友会総会及び講演会
①荒金久美（コーセー執行役員）
②阿部郁朗（教授・薬学系研究科・天然物化学教室）
会場総会・講演会　講堂（薬学系研究科総合研究棟２階）

◦懇親会
会場／大会議
室

教務チーム
03-5841-
4727

公共政策大学院 ◦懇親会
法学政治学系総合教育棟　※要申込み

ホームカミン
グデイ担当
03-5841-
1710

地震研究所
◦講演会・展示
11：00～12：00　講演会テーマ：「観る、
視る、測る」　講演者：大久保　修平
11：00 ～ 14：00　展示

庶務チーム
03-5841-
5666

附属図書館
日曜、祝日を含む

◦展示　テーマは、『総合図書館貴重書展：原資料の保存と電子化による情報発信』。
東京大学附属図書館ホームページで公開している電子化コレクションのなかから総合図書館所蔵の貴重書を中心に関連資料を展示します。
会場／総合図書館３階ロビー

情報サービス課
03-5841-
2640

社会科学研究所 ◦展示
総務チーム
03-5841-
4904

生産技術研究所 ◦展示・懇親会　（工・2号館）
総務・広報チーム
03-5452-
6866

史料編纂所 ◦展示　（史料編纂所216室）
総務・給与チーム
03-5841-
5997

駒

場

教養学部

12：20 ～　◦オープニングセレモニー　～演奏会
◦駒場キャンパスオープニングセレモニー
　山影　進学部長の挨拶
◦教養学部選抜学生コンサート
　 学生から選抜された演奏者による、スタインウェイフ

ルコンサートピアノを使った演奏会
会場／駒場コミュニケーションプラザ北館２階　音楽実習室

◦講演会・キャンパス内ツアー
「駒場の樹木を楽しむ会」
◦駒場友の会主催イベント（内容調整中）
会場／駒場コミュニケーションプラザ北
館2階多目的教室

◦レセプション

総務課総務係
03-5454-
6013

◦展示　駒場博物館特別展「真空から生まれる科学と技術：アリストテレスからカミオカンデまで」
真空に関わる科学と技術の歴史をたどりながら、学問的な関心と技術の進展の多様な結びつきのかたちを明らかにする。

◦展示　駒場図書館企画展「タイトル未定」　　　　

数理科学研究科 ◦講演会　中村　亨氏 ◦レセプション
総務係
03-5465-
7014

午前　13時 14 時 15 時 16 時 17 時 　 18時

■恒例のイベント　◦現役東大生によるキャンパスツアー　◦（懐徳館）茶道部によるお茶会
※ 9月上旬の計画です。場合によっては、イベントの変更・中止等させていただく場合もありますので、ご了承ください。

（会場／講演会：地震研究所1号館3階セミナー室　　展示：地震研究所1号館2階ラウンジ）

会場／医学部図書館333号室

未決定

未決定

（会場／経済学研究科棟　第1教室（地下））

（会場総会・講演会　講堂（薬学系研究科総合研究棟２階））

（会場／法文１号館22番教室）

（会場／	小柴ホール（理学部1号館））

プログラムの最新情報は、赤門学友会のウエブサイト　http://www.todai-alumni.jp	をご覧ください。
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TODAI for tomorrow（略称TFT）は、東京大学と卒業
生をつなぐオンラインコミュニティです。TSII の各種
プログラム参加申し込みも極めて便利です。同窓生検
索、大学のイベントや公開講座の優先予約など、充実
したサービスを次々と準備中です。
詳細⇒ http://www.alumni.u-tokyo.ac.jp/tft

TFTにいますぐアクセス！

東大からの海外留学経験者や留学希
望学生たちが、留学に関する包括的
な情報を交換する場を提供します。
さらに、共催部署と連携をとり効果
的な広報活動も行います。また、海
外の外国人留学生の卒業後ネット
ワーク作りの支援、および支援団体
へのプログラムを提案し、ネット
ワーク作りをサポートします。
詳細⇒ http://tsii.todai-alumni.jp/volunteer/

ボランティア活動支援 ★★★
（ステップアップや社会貢献のサポートプログラム） 赤門の脇、学士会分館跡地に建設中の施設をご存じですか？

この施設は伊藤雅俊氏（セブン＆アイ・ホールディ
ングス名誉会長）・伊藤伸子氏（同夫人）のご寄附
に基づき新設する、国際会議など学術交流を図る
ための施設です。大学が社会や世界に向けて行う
交流・情報の受発信の拠点とし、卒業生・在校生・
留学生たちの国際交流の場とする予定です。

カフェのような気軽な雰囲気で、多くの人が入れ替わりな
がら行う自由な会話から、新しい発見は生まれるもの。次
の時代を拓くテーマを前向き・建設的に対話することを通
し、新しい視点や発想が閃く場を、共に創りだしませんか？
堅苦しい会議で、少人数で論理的に詰める時よりも効果的
です。ぜひご参画ください。
今年度のテーマは「技術が拓く未来社会」「新しい資本主義」
です。
詳細⇒ http://tsii.todai-alumni.jp/twc/
※11月13日(土)にワールドカフェ拡大版「東大ワールドカ
フェ ホームカミングデイ Special」を開催します。

東大ワールドカフェ ★★★
（カフェ的会話でつながるサロン型交流プログラム）

先端専門性の高いテー
マを取り上げて、その
課題に精通する東大教
授陣を長とする「塾」ス
タイルの講座。塾長と
なる教授の指導のもと
で、一般教養講義とい
うレベルを超え、産・
官・学が連携して課題
に取り組み、受講後の
問題解決の新チーム構
築を可能にします。
第１弾は「木の社会の
実現に向けて」11月10
日開講。
第２弾は海洋をテーマ
に2011年４月 ス タ ー
トの予定。
詳細⇒ http://tsii.todai-alumni.jp/gtc/

グレーター東大塾 ★★★
（先端専門性の高い生涯学習プログラム）

「卒業生との緊密なネットワークの形成」を目指す東大イニシ
アチブが TSII（＝ Todai	Social	Innovation	Initiative）です。
卒業生が生涯にわたって大学との絆を持ち続け、世界的視野
に立って大学や社会に貢献し続ける活動の場を提供するプロ
グラムを展開します。皆様のご参加をお待ちしています。

伊藤国際学術研究センター（仮称）
2012年春にオープンのお知らせ

※完成イメージスケッチ

第9回東京大学ホームカミングデイ

❖	 NEW 	卒業30周年の集い（中央食堂 16:00 ～ 18:00）
 （ 1976（S51）年入学あるいは 1980（S55）年卒業の方が対象です）
 http://www.todai-alummi/community/2010/05/30-acc1-1.html
❖	 NEW 	東大ワールドカフェ拡大版（ホームカミングデイ Special）
 厳浩社長をお迎えして300人規模で開催。
　　　　　16:00 ～御殿下記念体育館
❖	 NEW 	 	インターナショナル・アラムナイ・フォーラム
	 （山上会館ハーモニー、18:30 ～ 20:30）
 （厳浩社長 立教大学李鍾元副総長、を囲む懇談会です。）
❖	 NEW 	フォトコンテスト（法文1号館 115 教室）
❖東大LB会主催 : 御殿下サッカー祭り（10:00 ～ 16:00）
　　　　　　　　少年少女サッカー教室も（晴雨不問）
❖東大落語研究会 : 寄席（法文1号館21教室）
❖さつき会 : 講演会「多様化社会を支える～ W-L バランス」岩田喜美枝
　　　　　  （12:00 ～ 17:00 法文1号館113教室）
❖ワンゲル部OB会 : 講演会「日本酒の楽しみ」（15:00 ～ 16:30、第1食堂メトロ）
❖科哲の会 : 第12回談話会　講演（駒場8号館 #210 教室）
❖電気系同窓会 : パネルディスカッション・同窓会総会・懇親会（工学部2号館#213教室）
❖東大数学同窓会 : 講演会　数学を「見せる」!（16:00 ～ 17:00、数理科学研究科棟大講義室）
❖都市工塾 : 公開自主講座（10:30 ～ 12:00　工学部14号館141教室）
❖東大同窓会連合会主催　①地域同窓会交流会（10:30 ～山上会館）
　　　　　　　　　　　　②自由参加パーティー、同窓生集まれ ! 
❖1960年ご卒業生の皆さま : 卒業50周年招待の集会室山上会館に用意します。

S45年、S55年、H2年、H12年卒業の皆様は周年幹事に当たります。クラス会や
同期生に呼びかけて当日キャンパスでの再会を果たしてください。また「恩師に会
おう！」キャンペーンもあります。事務局がお手伝いさせていただきます。

周年幹事

幼児をお持ちのご家族がイベント参加する際の預かり保育を計画中です。利用ご希
望の方は事務局までお申し込み下さい。　gakuyukai@adm.u-tokyo.ac.jp
（氏名・年齢など、〆切りは11月2日（火）です。）
申し込み少数の場合は設置しませんので、ご諒解下さい。

キッズ
ルーム
（予定）

卒業生による  各種イベントのご案内
 ※ 9月上旬時点の予定です。詳細はウエブサイトに逐次アップロードします。

ワールドカフェ（イメージ）
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環
境
と
持
続
可
能
性
の
た
め
の
最
も
優
れ
た
金

融
慣
行
の
実
行
を
推
進
す
る
」
こ
と
で
す
。
環

境
金
融
に
お
け
る
最
も
優
れ
た
取
り
組
み
事
例

（
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
イ
ス
）を
生
み
、
皆
で
共
有

し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
今
の
言
葉
で
い
え

ば
、「
グ
リ
ー
ン
金
融
」の
拡
大
と
言
っ
て
い
い

で
し
ょ
う
。

　
金
融
の
仕
事
は
外
か
ら
は
見
え
難
い
で
す
が
、

社
会
の
基
礎
的
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
非
常
に
重
要

な
役
割（
＝
社
会
の
お
金
の
流
れ
を
決
め
る
）役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
ど
こ
に
お
金
を
流
す
か

を
決
め
る
の
で
す
か
ら
大
き
な
パ
ワ
ー
で
す
。

本
当
に
社
会
の
必
要
な
と
こ
ろ
に
お
金
を
流
し

て
い
る
の
か
。
そ
れ
と
も
、
環
境
を
壊
す
な
ど

の
事
業
に
お
金
を
回
し
て
い
る
の
か
。
お
金
の

流
し
方
一
つ
で
経
済
や
社
会
の
在
り
方
が
が
ら

り
と
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
た
金
融
で

あ
れ
ば
、
温
暖
化
問
題
は
固
よ
り
、
生
物
多
様

性
の
保
全
、
水
や
食
糧
の
危
機
回
避
、
エ
コ
ロ

ジ
ー
の
保
全
、
更
に
は
、
世
界
の
貧
困
・
格
差

問
題
、
人
権
、
な
ど
の
諸
問
題
の
解
決
に
貢
献

で
き
ま
す
。
Ｆ
Ｉ
は
そ
う
し
た
金
融
の
活
動
を

広
げ
る
た
め
の
機
関
で
す
。

国
際
連
合
環
境
計
画
と
は
？

多
く
の
首
脳（
当
時
の
宮
澤
首
相
は
欠
席
）を
含

む
４
万
人
が
参
加
し
た
史
上
空
前
の
国
際
会
議

で
す
。
こ
の
会
議
か
ら
２
つ
の
歴
史
的
な
国
際

条
約
が
動
き
始
め
ま
し
た
。
人
類
が
初
め
て
Ｃ

Ｏ
２
排
出
削
減
を
約
束
し
た「
国
連
気
候
変
動

枠
組
み
条
約（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
）」と
、
今
年
10
月

名
古
屋
で
開
か
れ
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１
０
に
関
わ
る

「
生
物
の
多
様
性
に
関
す
る
条
約（
Ｃ
Ｂ
Ｄ
）」

と
で
す
。

　
こ
の
２
つ
は
い
ま
国
際
社
会
が
地
球
環
境
を

守
る
た
め
の
２
本
柱
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
Ｕ

Ｎ
Ｅ
Ｐ
は
地
球
の
環
境
省
と
し
て
地
球
規
模
の

環
境
問
題
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
地
球
サ
ミ
ッ
ト
準
備
中
の
Ｕ
Ｎ

Ｅ
Ｐ
事
務
局
が
こ
ん
な
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。

「
発
足
以
来
20
年
間
、
世
界
の
環
境
問
題
へ
の

取
り
組
み
に
民
間
か
ら
参
加
し
て
き
た
の
は
産

業
界
だ
け
。
な
ぜ
銀
行
マ
ン
は
姿
を
見
せ
な
い

の
か
？
」お
か
し
い
と
思
っ
た
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
は
早

速
欧
州
の
銀
行
に
参
加
を
呼
び
掛
け
、
そ
れ
に

応
じ
て
始
ま
っ
た
の
が
金
融
イ
二
シ
ア
テ
イ
ブ

（
Ｆ
Ｉ
）で
す
。
僅
か
数
行
の

協
力
か
ら
始
ま
っ
た
Ｆ
Ｉ
は

今
で
は
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
と
１
８
０

を
超
え
る
世
界
の
金
融
機
関

が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ（
国
連

が
外
部
と
結
ぶ
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
で
は
最
強
最
大
）を
組

み
、
金
融
の
環
境
問
題
へ
の

取
り
組
み
を
プ
ッ
シ
ュ
し
て

い
ま
す
。

　
Ｆ
Ｉ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は「
金

融
機
関
の
あ
ら
ゆ
る
業
務
で
、

　

Ｆ
Ｉ
の
活
動
で
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が

「
責
任
投
資
原
則（
Ｐ
Ｒ
Ｉ
）」で
す
。
株
式
投
資

の
主
目
的
は
お
金
儲
け
で
す
。
三
ヶ
月
後
や
一

年
後
に
株
価
が
上
が
り
、
儲
か
る
と
思
う
か
ら

株
式
を
買
い
ま
す
。
で
も
、
お
金
が
お
金
を
生

む
だ
け
の
視
点
で
投
資
す
る
と
例
え
ば
、
環
境

対
策
を
し
な
い
が
た
め
に
儲
か
っ
て
い
る
企
業

の
株
式
を
買
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
起
き
か
ね
ま

せ
ん
。
こ
れ
で
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
企
業
は

環
境
対
策
に
取
り
組
ま
な
い
、
で
は
ど
う
す
る

か
？　
環
境
に
取
り
組
む
企
業
や
社
会
的
責
任

を
果
た
そ
う
と
す
る
企
業
の
株
式
こ
そ
真
っ
先

に
買
っ
て
応
援
す
る
。
こ
ん
な
こ
と
を
み
ん
な

が
や
れ
ば
世
の
中
は
変
わ
る
筈
だ
。
そ
う
考
え

た
国
連
が
Ｐ
Ｒ
Ｉ
原
則
を
つ
く
り
、
お
金
だ
け

で
な
く
、
お
金
で
は
計
れ
な
い
大
切
な
環
境
や

社
会
的
責
任
な
ど
を
も
考
慮
し
た
投
資
を
勧
め

て
い
る
の
で
す
。
２
０
０
６
年
に
生
ま
れ
た
Ｐ

Ｒ
Ｉ
で
す
が
、
既
に
20
兆
ド
ル
の
お
金
を
動
か

す
８
０
０（
日
本
は
14
）を
超
え
る
世
界
の
金
融

Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
金
融
イ
二
シ
ア

テ
イ
ブ
と
は
？

責
任
投
資
原
則
と
は

Ｆ
Ｉ
と
の
関
わ
り
の
き
っ
か
け

Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
の
時
代
が

始
ま
っ
た

機
関
が
署
名
し
、
責
任
投
資
に
取
り
組
み
始
め

て
い
ま
す
。

（
Ｐ
Ｒ
Ｉ= Principles for Responsible 

Investm
ent

）

　
Ｆ
Ｉ
に
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、

２
０
０
０
年
11
月
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
Ｆ
Ｉ

国
際
会
議
で
し
た
。
当
時
、
私
が
勤
め
て
い
た

日
興
ア
セ
ッ
ト
が
売
り
出
し
た
日
本
初
の
環
境

金
融
商
品「
エ
コ
フ
ァ
ン
ド
」が
大
成
功
し
、
そ

れ
に
注
目
し
た
国
連
か
ら
招
集
が
か
か
っ
た
の

で
す
。
Ｆ
Ｉ
会
議
で
の
ス
ピ
ー
チ
か
ら
、
Ｆ
Ｉ

活
動
を
支
援
す
る
要
請
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の

会
議
は「
目
か
ら
鱗
」で
し
た
。
そ
れ
ま
で
長
年

仕
事
を
し
て
き
た
金
融
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
社

会
の
問
題
に
関
わ
り
が
あ
る
と
は
つ
ゆ
思
っ
て

も
み
な
か
っ
た
の
で
す
。
こ
の
時
か
ら
金
融
を

見
る
目
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　
お
金
を
扱
う
金
融
の
世
界
に
、
お
金
以
外
の

物
差
し
で
お
金
を
計
る
時
代
が
始
ま
り
ま
し
た
。

新
し
い
価
値
基
準
は
環
境（
Ｅ
）、
社
会
的
責
任

（
Ｓ
）、
そ
れ
に
、
ガ
バ
ナ
ン
ス（
Ｇ
）な
ど
で
す
。

私
は
Ｅ
Ｓ
Ｇ
を
配
慮
し
た
経
営
を「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
経

営
」と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
い
ま
、
地
球
社
会

が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
見
れ
ば
見
る
ほ
ど
、

Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
の
大
切
さ
が
身
に
滲
み
て
き
ま
す
。

20
世
紀
型
の
経
済
成
長
至
上
主
義
で
は
も
う
こ

の
地
球
は
持
ち
ま
せ
ん
。
同
じ
成
長
で
も
よ
り

持
続
可
能
な
も
の
に
転
換
し
な
け
れ
ば
21
世
紀

は
な
い
の
で
す
。
と
す
れ
ば
、
企
業
経
営
も
利

　
か
つ
て
の
環
境
問
題
は
原
因
と
被
害
が
同
じ

地
域
内
と
い
う
地
域
限
定
型（
例
：
水
俣
病
な

ど
）
が
主
で
し
た
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

が
進
む
と
、
原
因
・
被
害
が
国
境
を
跨
ぐ
ク
ロ

ス
ボ
ー
ダ
ー
型
が
多
発
し
始
め
ま
す（
例
：
英

国
の
工
場
排
煙
が
北
欧
に
酸
性
雨
被
害
を
も
た

ら
し
た
ケ
ー
ス
）。
一
国
だ
け
で
は
解
決
不
能

な
環
境
問
題
の
時
代

に
な
っ
た
の
で
す
。

　

１
９
７
２
年
は
、

「
成
長
の
限
界（
ロ
ー

マ
ク
ラ
ブ
）」の
刊
行

年
で
す
が
、
そ
の
６

月
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
で「
国
際
連
合
人

間
環
境
会
議
」が
開

か
れ
ま
し
た
。
深
刻

化
し
た
ク
ロ
ス
ボ
ー

ダ
ー
型
の
環
境
問
題

が
世
界
を
動
か
し
た

の
で
す
。
そ
こ
で
採

択
さ
れ
た「
人
間
環
境
宣
言
」は
、
国
際
社
会
に

対
し
て
地
球
規
模
の
環
境
問
題
の
解
決
に
最
優

先
で
取
り
組
む
こ
と
を
求
め
た
の
で
す
。
そ
の

推
進
機
関
と
し
て
設
立
さ
れ
た
の
が「
国
際
連

合
環
境
計
画（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）」
で
し
た
。

　
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
は
多
く
の
実
績
を
残
し
ま
し
た
。

例
え
ば
、
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
物
質
の
製
販
を
禁

止
し
た
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書（
１
９
８
７

年
の
発
効
）で
す
。
そ
の
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
の
設
立

二
〇
周
年
に
当
た
る
１
９
９
２
年
に
、「
環
境

と
開
発
に
関
す
る
国
連
会
議（
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｅ
Ｄ
、

地
球
サ
ミ
ッ
ト
）」が
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
球
環
境
を
テ
ー
マ
に

⓭

今、
東大に
還る

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
本
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
本
学
卒
業
生
の
中
で
興
味
深
い
仕
事
や
魅
力
的
な
分
野
で
活
躍

す
る
方
に
毎
回
登
場
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
回
は
国
際
金
融
ア
ナ
リ
ス
ト
の
末
吉
竹

二
郎
さ
ん
に
登
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
国
連
環
境
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
）
金
融

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ（
Ｆ
Ｉ
）特
別
顧
問
ほ
か
各
分
野
で
活
躍
中
で
す
。

　
記
事
に
出
て
く
る
「
生
物
多
様
性
条
約
」
の
よ
う
な
、
国
際
間
で
論
議
・
決
定
さ
れ

る
環
境
対
策
な
ど
は
、
国
民
生
活
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
も
つ
も
の
の
、
問
題
の
所
在

が
日
常
生
活
の
中
で
は
見
え
に
く
い
ゆ
え
実
感
し
に
く
い
印
象
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
“
経
済
大
国
”
日
本
国
民
の
ひ
と
り
と
し
て
、
経
済
活
動
の
中
で

の
個
人
の
役
割
認
識
を
新
た
に
す
る
必
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。

シンボリック　ジュネーブの国連欧州本部

持続可能な社会のため
ESG* に配慮した
経営の時代へ

国連環境計画（United Nations Environment 
Programme：UNEP）ＦＩ特別顧問。
国際金融アナリスト
1963 年　鹿児島ラ・サール高校出身
1967 年　経済学部卒業、三菱銀行入行
その後、東京三菱信託銀行（ニューヨーク法人
社長）、日興アセットマネジメント副社長（2002
年退職）などを経て現職就任現在に至る。なお
2005 年 4 月から TBS － TV（6ch）「みのもん
たの朝ズバ !」にコメンテーター（毎週月曜日）
出演中。
著書：「地球温暖化講義」「新生日本」「カーボン
リスク（共著）」、「有害連鎖」など。

末
す え

吉
よ し

 竹
た け

二
じ

郎
ろ う

（＊：Environmental, Social,  Governanceの略）

後
輩
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

益
一
本
槍
か
ら
Ｅ
Ｓ
Ｇ
を
配
慮
し
た
も
の
に
変

革
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
い
や
、
こ
れ
か

ら
は
Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
こ
そ
企
業
が
繁
栄
す
る
競
争

力
の
源
な
の
で
す
。
そ
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
を
広
め

る
た
め
に
、
日
本
や
世
界
の
金
融
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
、
そ
れ
を
考
え
て
い
る
毎
日
で
す
。

　
21
世
紀
は
世
界
規
模
の
課
題
が
山
積
・
深
刻

化
す
る
時
代
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
日
本

は
世
界
が
健
康
で
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
ま
せ

ん
。
と
す
れ
ば
、
世
界
の
課
題
を
解
決
し
、
地

球
を
持
続
可
能
な
も
の
に
す
る
こ
と
は
日
本
が

生
き
延
び
て
い
く
た
め
の
至
上
命
題
で
す
。
こ

の
命
題
を
解
く
カ
ギ
は
世
界
の
視
点
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
日
本

の
事
を
考
え
る
」。
こ
の
こ
と
を
若
い
方
々
に

強
く
望
ん
で
い
ま
す
。

ジュネーブにて

ＦＩ会議で
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研
究
室

⑩

薬
学
部
の
沿
革

　
一
般
に
薬
学
部
は
“
薬
剤
師
を
養
成
す
る
学
科
”

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
と
思
い
ま
す
。
欧
米
で

は
古
く
か
ら「
医
薬
分
業
」ル
ー
ル
が
あ
り「
薬
学
部

＝
薬
剤
師
養
成
課
程
」の
役
割
が
定
着
し
て
い
ま

す
。
日
本
で
は「
医
薬
同
一
」体
制
が
大
昔
か
ら
続

い
た
事
情
か
ら
「
医
薬
分
業
」
が
浸
透
し
に
く
く
、

東
京
医
学
校
改
組
の
医
科
大
学（
後
の
東
大
医
学

部
）に
製
薬
学
科（
後
の
薬
学
科
）が
設
置
さ
れ
た
の

も
医
薬
同
一
の
観
念
が
影
響
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

当
初
は
生
薬
学
・
衛
生
裁
判
化
学
・
薬
化
学
の
３

講
座
が
制
定
さ
れ
た
歴
史
か
ら
、
日
本
の
薬
学
が

「
創
薬
化
学
研
究
」に
特
化
し
て
い
た
経
緯
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
天
然
物
化
学
教
室
は
こ
の
生

薬
学
講
座
が
淵
源
で
す
。）講
座
は
逐
次
拡
充
し
戦

前
に
は
計
６
講
座
、
１
９
５
８
年
に
医
学
部
か
ら

独
立
し
東
大
薬
学
部
誕
生
以
後
に
計
14
講
座
と
な

り
、
学
生
定
員
も
35
名
→
70
名
と
倍
増
し
ま
し
た
。

平
成
６
年
に
は
定
員
80
名
、
ま
た
大
学
院
重
視
体

制
へ
と
進
み
、
現
在
は
講
座（
教
室
）数
24
、
連
携

講
座
・
寄
付
講
座
累
計
11
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
創
薬
の
基
礎
に
は
、
生
命
の
仕
組
み
と
病
気
の

原
因
と
の
解
明
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
生
化

学
・
分
子
生
物
学
・
生
理
化
学
・
発
生
学
・
遺
伝
学
・

免
疫
学
な
ど
の
観
点
か
ら
生
命
現
象
を
解
明
す
る

こ
と
、
ま
た
合
成
化
学
・
反
応
化
学
が
薬
品
合
成

に
不
可
欠
で
す
。
加
え
て
天
然

物
化
学・分
析
化
学・物
理
化
学・

体
内
動
態
の
解
明
と
製
剤
設
計
、

薬
理
学
・
毒
性
学
な
ど
も
必
須

で
す
。
こ
の
よ
う
に
基
礎
的
か
ら
応
用
的
な
学
問

ま
で
幅
広
い
研
究
が
必
要
で
あ
り
、
東
大
薬
学
部

は「
物
質
科
学
」と「
人
間
の
健
康
」
の
融
合
を
探

求
す
る
役
割
を
果
た
す
べ
く
、
創
薬
の
専
門
家
養

成
の
教
育
を
重
点
に
お
い
て
き
ま
し
た
。
法
改
正

に
よ
り
２
０
０
８
年
か
ら
薬
剤
師
国
家
試
験
の
受

験
資
格
が
大
学
６
年
の
修
業
年
限
制
に
な
っ
た
の

で
、
東
大
で
は
薬
剤
師
養
成
コ
ー
ス
を「
薬
学
科
」

名
称
と
し
６
年
制
に
改
組
し
ま
し
た
が
、
そ
の
定

員
は
１
学
年（
80
名
）の
約
１
割
相
当
で
す
。
従
来

の「
薬
学
科
」は「
薬
科
学
科
」に
名
称
変
更
し
、
創

薬
研
究
は
薬
学
部
２
年
、
大
学
院（
２
年
＋
３
年
）

の
コ
ー
ス
と
い
う
様
に
、
薬
学
部
を
２
分
し
ま
し

た
。
進
路
選
択
は
４
年
進
級
時
に
卒
論
の
研
究
室

配
属
を
決
め
る
際
と
し
、
ま
た
薬
科
学
科
コ
ー
ス

か
ら
で
も
大
学
院
修
了
と
所
定
の
学
科
目
・
実
務

実
習
を
履
修
す
れ
ば
受
験
資
格
が
得
ら
れ
る
よ
う

柔
軟
性
を
持
た
せ
て
い
ま
す
。

天
然
物
化
学
教
室
の
概
要

　
１
８
９
３
年
の
学
科
創
設
時
の
生
薬
学
講
座
の

下
山
順
一
郎
教
授
は
日
本
伝
統
の
本
草
学
を
近
代

　
人
は
ど
こ
か
ら
来
て
、
ど
こ
へ
行
く
の
か
。
こ
の
有
名

な
言
葉
に
は
、
そ
の
先
が
欠
け
て
い
る
。「
そ
し
て
人
は

そ
の
先
を
誰
に
託
す
の
か
」、
だ
。

い
き
な
り
妙
な
書
き
出
し
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
在
学
中

に
書
い
た
文
章
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。

　
宇
宙
に
自
分
の
機
械
を
送
り
た
い
、
た
だ
そ
れ
だ
け
の

理
由
で
進
学
し
た
東
大
で
の
日
々
も
す
っ
か
り
昔
話
に
な

り
、
中
谷
研
在
籍
時
に
開
発
が
始
ま
っ
た
小
惑
星
探
査

ロ
ー
バM

IN
ERVA

が
旅
立
っ
て
か
ら
７
年
が
過
ぎ
て

い
る
。

　
そ
し
て
先
を
託
す
べ
き
相
手
と
し
て
、
人
に
替
わ
り
先

を
行
く
者
と
し
て
機
械
し
か
思
い
つ
か
な
か
っ
た
私
は
現

在
、
人
間
相
手
の
仕
事
を
し
て
い
る
。

　
心
境
の
変
化
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
か
な
り
多
い
が
、
実

の
と
こ
ろ
あ
ま
り
変
化
は
無
い
。

　
医
師
を
選
ん
だ
理
由
は
た
だ
ひ
と
つ
。「
世
界
中
の
ど

こ
に
で
も
行
け
る
仕
事
だ
」か
ら
だ
。
私
と
い
う
機
能
が

存
在
で
き
る
の
は
せ
い
ぜ
い
残
り
半
世
紀
以
下
、
崇
高
な

問
題
に
挑
む
時
間
は
到
底
、
な
い
（
そ
も
そ
も
向
い
て
い

な
い
し
、
挑
む
気
力
も
無
い
の
は
横
に
置
く
）。

　
と
に
か
く
、
根
源
に
あ
る
動
機
は
変
わ
ら
な
い
。
世
界

を
見
た
い
、
知
り
た
い
。
そ
れ
だ
け
だ
。

　
人
が
物
理
的
に
行
け
な
い
世
界
、
深
宇
宙
に
今
す
ぐ
挑

む
に
は
、
機
械
と
い
う
分
身
が
必
要
に
な
る
。
そ
こ
に
人

間
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
あ
る
と
し
た
ら
、
彼
ら
を
構
成
す
る

全
て
を
生
み
出
し
た
意
思
だ
け
だ
ろ
う
。

　
で
は
、
人
の
行
け
る
世
界
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　
む
ろ
ん
こ
の
世
界
は
広
く
複
雑
で
、
と
う
て
い
一
人
で

巡
れ
る
も
の
で
は
な
い
し
、
解
明
で
き
る
も
の
で
も
な
い
。

巨
人
の
肩
に
乗
っ
て
遠
く
を
見
る
の
が
せ
い
ぜ
い
で
、
あ
っ

と
い
う
間
に
時
間
切
れ
が
来
る
。し
か
し
此
方
も
ま
た
、「
そ

の
先
を
託
す
」事
が
可
能
だ
。

　
後
継
者
育
成
と
ま
で
言
う
気
は
、
無
い
。
そ
れ
が
出
来

る
保
障
も
無
い
。

　
だ
が
、
外
を
見
た
い
と
願
う
者
の
背
中
を
押
し
て
や
る

こ
と
、
自
分
が
見
る
こ
と
の
適
わ
な
い
領
域
へ
押
し
込
ん

で
や
る
事
く
ら
い
は
、
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
自
ら
が
進
め
な
い
場
所
を
見
つ
け
た
と
き
、
た
だ
そ
こ

で
諦
め
る
の
で
は
な
く
、
誰
か
を
先
に
進
ま
せ
ろ
。

　
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
け
で
も
い
い
、
伝
え
て
く
れ
る
相

手
を
育
て
る
。
そ
れ
が「
ど
こ
に
で
も
行
け
る
」事
な
の
か

も
し
れ
な
い
。

ど
こ
に
で
も
行
け
る
と
い
う
こ
と
、

人
間
の
プ
レ
ゼ
ン
ス

次世代に伝えたい。
私にとっての東大

を

1997年３月工・電子工学科卒業
1999年３月院・工学系電子工学専
攻修了
同年５月より Schlumberger 入社。

（株）リクルート、（株）アイアイジェイ
テクノロジー勤務を経て
2003年群馬大学医学部医学科に学
士編入。
2005年より公募予備自衛官、
2007年より医師（病院勤務）。

伏木 陽子

Fushiki Yoko

つ
な
ぐ

人々

薬
学
系
研
究
科
・
薬
学
部
　
天
然
物
化
学
教
室

天然物化学教室実験室　http://www.f.u-tokyo.ac.jp/~tennen/professor.html

卒業生寄稿

生
薬
学
に
体
系
付
け

し
た
学
者
で
す（
胸
像

あ
り
）。
後
任
の
朝
比

奈
泰
彦
教
授
は
和
漢

薬
成
分
の
科
学
的
研

究
展
開
と
ま
た
当
時
未
開
拓
で
あ
っ
た「
地
衣
」類

研
究
に
着
手
、
ア
ン
ト
ラ
キ
ノ
ン
な
ど
代
謝
産
物

の
化
学
構
造
決
定
、
更
に
は
生
合
成
研
究
へ
と
展

開
し
ま
し
た
。
以
後
の
藤
田
直
市
、
浅
野
三
千
三
、

更
に
戦
後
の
講
座
担
当
教
授
柴
田
承
二
と
各
教
授

へ
と
受
け
継
が
れ
、
こ
の
間
、
菌
類
の
分
離
と
培

養
法
を
確
立
、
薬
理
学
的
研
究
に
よ
り
天
然
薬
物

成
分
と
生
物
活
性
の
構
造
活
性
相
関
、
植
物
の
組

織
培
養
に
よ
る
物
質
生
産
系
確
立
へ
展
開
し
て

き
ま
し
た
。
１
９
７
０
年
代
か
ら
三
川
潮
教
授
、

１
９
９
０
年
代
の
海
老
塚
豊
教
授
と
講
座
担
当
が

受
け
継
が
れ
現
在
の
阿
部
教
授
は
８
代
目
に
な
り

ま
す
。
現
在
の
研
究
内
容
は
、
①
遺
伝
子
資
源
活

用
な
ど
に
よ
る
天
然
物
生
合
成（
非
天
然
型
新
規

化
合
物
の
創
出
）　
②
酵
素
の
触
媒
機
能
制
御（
効

率
的
生
産
法
）、
③
生
物
活
性
物
質
の
探
索
と
単

離
構
造
決
定
、
の
３
点
が
主
で
す
。
研
究
手
法
は

低
分
子
化
合
物
の
取
り
扱
い
か
ら
遺
伝
子
操
作
酵

素
蛋
白
の
結
晶
化
・
変
異
酵
素
の
作
成
ま
で
、
有

機
化
学
を
基
盤
と
し
な
が
ら
化
学
、
生
物
学
、
物

理
分
析
化
学
、
酵
素
工
学
ま
で
多
領
域
分
野
の
手

法
を
用
い
て
い
ま
す
。 天然物化学教室実験室にて学生と

卒
業
生
と
同
窓
会

　
学
部
同
窓
会
は「
東
京
大
学
薬
友
会
」で
、
医
学

部
薬
学
科
の
時
代
か
ら
一
貫
し
て
固
い
結
束
で
同

窓
会
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
２
０
０
８
年
４
月

に
は
学
部
創
立
50
周
年
の
記
念
行
事
（
祝
賀
会
）

を
帝
国
ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
修
士
課
程
定
員
は
１
０
０
名
で
卒
業
生
の
大
学

院
進
学
率
は
年
々
増
加
し
９
割
以
上
で
す
。
卒
業

生
の
進
路
は　
大
学
・
研
究
機
関
、
製
薬
・
化
学

系
の
会
社
と
薬
務
系
公
務
が
大
き
な
柱
で
す
。
薬

剤
師
進
路
が
少
数
で
あ
る
た
め
卒
業
後
も
研
究
・

開
発
に
従
事
す
る
ケ
ー
ス
が
圧
倒
的
に
多
く
、
こ

れ
は
韓
国
・
台
湾
な
ど
外
国
人
留
学
生
の
帰
国
後

進
路
も
ほ
ぼ
同
様
で
す
。
天
然
物
化
学
教
室
の
講

座
の
担
当
教
授
は
全
て
講
座
の
先
輩
で
す
が
、
中

で
も
柴
田
承
二
先
生
は
文
化
功
労
者
・
学
士
院
会

員
で
斯
界
の
最
長
老
で
す
。
ま
た
マ
ス
コ
ミ
で
著

名
な
方
に
は
毒
草
・
毒
薬
の
解
説
書
を
多
数
執
筆

し
た
山
崎
幹
夫
千
葉
大
名
誉
教
授（
１
９
６
５
年

博
士
修
了
）他
多
数
居
ら
れ
ま
す
。

神奈川県多摩高校出身　理科Ⅱ類入学
1984年　東大薬学部卒業
1986年　東大院薬学系修士課程修了
1989年　　　同　　　博士課程修了
フ ラ ン ス 国 立 天 然 物 化 学 研 究 所、
CNRS 研究員、米国 NY 州立大研究助
教授、ユタ大研究助教授、静岡県立大
学薬学部准教授を経て
2009年　薬学系研究科教授就任
現在に至る
URL：http ://www. f .u - tokyo .
ac . jp/ ~ tennen/head .h tm

阿
あ

部
べ

 郁
い く

朗
お

　
東
京
大
学
の
ゼ
ミ
・
研
究
室
の
歴
史
と
人
脈
を
た
ど
り
ま
す
。
第
10
回
は　
薬
学
系

研
究
科
・
分
子
薬
学
専
攻
の
「
天
然
物
化
学
教
室
」
を
取
材
し
ま
し
た
。
薬
学
系
総
合

研
究
棟
10
階
の
研
究
室
で
阿
部
教
授
か
ら
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

薬学系総合研究棟（2006年4月完成）

第 7回　南原繁をめぐる人々
－天皇制と戦争放棄とをめぐって－

（主催：南原繁研究会 / 代表　加藤節氏）

日時：11 月 3日（水 / 祝日）13：00 ～ 16：40
場所：学士会館　210 号室（電話　03-3292-5936）
参加費：￥1,000
申し込み方法：　Fax　0422-37-3876、
e-mail　shigeru@nanbara.sakura.ne.jp
チラシのコピーは URL　http://todai-alumni.jp でご参照下
さい。

卒業生の方々も御縁があった学生部（現：教育・学生支援部）のオフィスが面目一
新しました。御殿下記念館モール階に６月から７月にかけて逐次竣工移転しまし
た。

Ｂ１： 学生支援課、バリアフリー支援室
１階：奨学厚生課
２階： 留学生・外国人研究者支援課
３階：学生用施設

学生支援センター改築竣工のお知らせ 南原繁シンポジウムのご案内

日
赤
救
護
服

病院にて
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同 窓 会 ・ イ ベ ン ト 開 催 報 告

赤門学友会加盟の
同窓会の活動を
お伝えします

各地で開催される同窓会には、大学の役員が積極的に参加してお
ります。ぜひ、開催予定をお知らせください。
お問い合わせ：赤門学友会事務局
電話：03-5841-1249　E-mail :gakuyukai@adm.u-tokyo.ac.jp

　6月5日（土）14時から、農学部弥生講堂において、農学部水産学
科 創立100周年の記念式典・記念シンポジウムおよび祝賀会を開催
した。記念式典では、會田勝美名誉教授の式辞、島一雄紫水会（水
産学科・水圏生物科学専攻同窓会）会長の挨拶、生源寺眞一農学生命
科学研究科長および竹内俊郎日本水産学会会長の祝辞が披露された。
　記念シンポジウムでは、萩原篤志長崎大学教授（演題「ミクロ海洋
生物の生理機能解明と産業への展開」）、渡部終五教授（「水産化学の
過去、現在、未来」）、飯田貴次水産総合研究センター養殖研究所（「日
本の養殖のこれから――研究技術開発の役割」）の講演が行なわれた。
　その後、講堂内ホールで祝賀会を開催、卒業生、教職員、在校生など
およそ140名が出席、懇親の時をもった。卒業生にとって50年後
の会を期するよい機会となった。
　記念事業の一環として、水産学科（水圏生物科学専 攻）各研究室の
100年間の歩みを取りまとめた記念誌 「東京大学農学部水産学科の
百年」ならびに、紫水会が毎年発行している「同窓便り」や各研究室
所蔵の写真などを収録したDVDを上梓した。（松永茂樹）

水産学科創立100周年記念式典

　NY さつき会は昨春設立
以来現在まで会員は100名
を超え、NY 本部以外にも
Boston と DC で地区会が
立ち上がっています。今春
は総会と、3 地区でランチ
会や夕食会を開催しました

（写真参照）。国連関連、ビ
ジネス ･ ウーマン、弁護士、
会計士等プロフェッショナ
ルが多い NY、留学生（企
業 ･ 官庁派遣含）が圧倒的
な Boston、 世 銀 等 の 国
際機関職員が多い DC と、
地区ごとに興味深い特色が
あります。東大女子卒業生
が異国の地でもこのように
交流し、互いに支援 ･ 刺激
し合っていける場があると
いうことを多くの皆さんに
知って頂き、ネットワーク
の拡大に役立てて頂けたら
と思います。NY さつき会
は今後、全米を対象に一層
交流の場を拡げていく予定
です。幹事へのお問合せは
NY-Satsuki-kai-owner@
yahoogroups.jpまで。（伊
串久美子 96 法卒・98 法
院修了）

NYさつき会活動報告

　豊島学寮（豊島区西巣鴨）は、本年 9 月末をもって閉寮すること
になり、閉寮を記念した同窓会を6月12日（土）に豊島学寮で開催し
ました。豊島学寮の歴史は、1950年に木造二階建ての東寮（50人）が
始まりです。東寮は2000年まで50年間利用し、その跡地には現在、
国際学生宿舎が建っています。1962年に鉄筋コンクリート造りの
南北寮（150人）と管理等が竣工し今年で48年目です。1963年より
現在まで47年間寮食堂で勤務している調理師の古川淳一さんによ
る開会の辞の後、駆けつけた300名超の卒寮生は、学生時代を過ご
した懐かしの居室を見学し、仲間と在寮中の思い出や卒寮後の歩み
を語り合って、時空を超えた楽しい時間を過ごしました。（辻岡昌浩）

豊島学寮閉寮記念大同窓会報告

DC地区懇親ランチ会

　8月4日夜　東京大学台湾交友聯誼会の理事・監事らが台北市の圓
山大飯店のクラブにて田中明彦先生の台湾訪問の歓迎会を開きまし
た。黄博治理事長の歓迎の辞の後に　田中先生は東京大学の現状及
び訪台の目的等を紹介して下さった。その後は自由歓談で台湾交友
のいろんな面からのお話との意見交換をしました。今回の会合で赤門

学友会のお手伝い
で現在、東京大学
在学中の台湾留学
生会の代表（陳黎
明さん）も出席し
ましたので今後の
校友会のメンバー
拡大には大変役に
立ちます（廖年祈 :
台湾交友聯誼会秘
書長）。

台湾交友聯誼会　近況

　「五街道を歩く会」では、昨年10月東京日本橋をスタ－ト、月 1
回の催行で11日間を要して7月13日（火）、総勢46名（家族を含む）
が日光東照宮に到着した。これは2009年7月8日に2年半、35日間
をかけて旧東海道を踏破したのに次ぐ快挙となった。東照宮に正式
参拝後、宇都宮のホテルでの打上げ会には、同窓会連合会の長崎事
務局長にもご参加頂いた。また、当日は栃木銀杏会の総会、懇親会
が同じホテルで開催され、相互に交流・親睦を図ることが出来て、
二重の喜びとなった。「五街道を歩く会」の次なる目標は奥州街道の
踏破であり、本年10月から月1回（1泊2日）のペースで、来秋の仙
台到着を予定している。

（幹事　池戸誠二郎・高津有二）

鎌倉淡青会「五街道を歩く会」
旧東海道に次いで日光街道を踏破 !

　昨年7月に発足した滋賀銀杏会は、年1回の総会を8月1日（日）に
開催しました。幅広い年齢層から27名の会員に参加をいただきま
した。また、当日は東京大学同窓会連合会、関西東大会から遠路は
るばるゲスト参加をいただきました。総会は、武村正義会長の挨拶
で始まり、その後会員お二人から、取り組んでおられる趣味や活動
についてスピーチをいただきました。総会終了後は琵琶湖畔のレス
トランに場所をうつし、昼食を取りながらの懇親会を行いました。
ここでも多くの会員からスピーチをいただきながら、世代を超えて、
和やかに懇親を深めることができました。（上田重和）

滋賀銀杏会

赤門乗馬会有志の山中合宿訪問記
　8月14、15日の両日、赤門乗馬会会員と家族有志17名が山中湖
に参集、東大馬術部の夏季合宿を訪問した。天候に恵まれて、14
日夜、東大山中寮にて現役を交えてバーベキューパーティーを行
い、現役学生を激励かたがた交流を深め、寮に宿泊。翌朝は五時
出走にて山中湖一周マラソン（14km）を実施。5名の OB・OG（40
歳台から70歳台）
が挑戦、これに現
役 学生13名 が 参
加、総勢十八人全
員がみごと完走し
た。その後朝食を
摂り、直ぐに馬場
に出て全員が騎乗、
充実した 2日間の
イベントを終えた。

（岡崎洋次郎）

　6月5日、ロンドンで英国赤門学友会の第二回総会を開催しまし
た。テムズ川を往来する水運業者のギルドの集会所として 18世紀
に建てられた Watermen's Hall を貸し切り、46名のメンバーの
参加を得て大変な盛会となりました。2009 年 1 月の発足以来、早
くも登録会員数は 196名に達しており、ビッグベン（国会議事堂）
のお膝元のパブでの定例会
に加えてゴルフ部も活動を
開始しています。英国とい
う土地柄、企業派遣の方の
みならず研究者や留学生の
参加も数多く、世代や業種
を超えた交流の場になって
います。（祖開　健）

英国赤門学友会第二回総会開催

Boston地区ランチ会

NYさつき会第1回総会

（その 1）
　東京大学徳島県人会の春の例会が、6月6日、駒場ファカルティ
ハウスで開かれ、在学生13人、卒業生17人が参加しました。石井
正則・前会長（1958年法卒）から、高尾義彦会長（1969年文卒）に
引き継がれた最初の例会です。春は、新入生歓迎の趣旨で開催し、
新入生6人が自己紹介の後、それぞれの抱負を語り、卒業生から「自
分が本当に好きになれることを見つけて、勉学に励んで欲しい」な
どのアドバイスがあって、なごやかな一日となりました。席上、元
ニュージーランド大使で原子力委員会委員長代理も務めた遠藤哲也

さ ん（1 9 5 8年法
卒）が朝鮮半島の
緊張など最近の国
際情勢について報
告しました。秋は、
就職が決定した学
生の激励を兼ねて
10月30日に例会
を開きます。

（高尾義彦）
（その 2）
 　長野県は教育県の盛名を誇りにしていましたが、近年は全県入
学生が40人と、都会の進学校一校分しかいません。また昔は必ず
あった、高校別の新人歓迎会の伝統も無くなっていました。徳島県
に続け ! と、全県の新入生歓迎会を駒場ファカルティハウスで6月
18日開催しました。何しろ初めてのことで、卒業生の出身高校調
べや新入生との連絡方法など慣れない作業に右往左往しましたが、
当日は新人・卒業生それぞれ20名ずつの出席を得て、意外に女子
学生が多く、皆が元気な様子に年配の卒業生も安堵しました。来年
以降も続けたいと思い、また他の府県も開催できたら、など収穫の
多い会合でした。（逞盈）

新入学生を歓迎する県人会

写真は3月6日の総会曁歓迎会のとき撮影
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昨
年
創
部
90
周
年
を
迎
え
た
硬
式
野
球
部
。
東
京

六
大
学
リ
ー
グ
で
、
数
多
く
の
名
勝
負
を
繰
り
広
げ
、

神
宮
球
場
を
沸
か
せ
て
き
た
。「
未
だ
リ
ー
グ
戦
で

優
勝
経
験
の
な
い
硬
式
野
球
部
で
す
が
、
い
つ
で
も

優
勝
は
意
識
し
て
戦
っ
て
い
ま
す
」と
語
る
御
手
洗

監
督
に
、
今
後
の
戦
略
と
展
望
を
伺
っ
た
。

　
「
う
ち
は
他
の
五
大
学
と
違
い
、
甲
子
園
経
験
者

が
少
な
く
、
突
出
し
た
選
手
は
い
ま
せ
ん
が
、
チ
ー

ム
力
で
互
角
に
戦
う
術
を
日
々
の
練
習
の
中
で
学
び
、

実
戦
に
活
か
し
な
が
ら
分
析
、
研
究
し
、
東
大
野
球

部
な
ら
で
は
の
カ
ラ
ー
を
出
し
て
い
く
、
そ
ん
な
姿

勢
で
リ
ー
グ
戦
に
臨
ん
で

い
き
ま
す
」

　
リ
ー
グ
を
戦
い
抜
く
為

に
、
練
習
方
法
に
も
ひ
と

つ
の
信
念
を
持
っ
て
指
導

に
当
た
る
御
手
洗
監
督
に

は
、
リ
ー
グ
優
勝
も
視
野

に
入
れ
た
構
想
が
広
が
る
。

　
「
１
５
０
キ
ロ
級
の
ス

ト
レ
ー
ト
や
ス
ラ
イ
ダ
ー

を
投
げ
る
投
手
が
、
リ
ー

グ
に
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

ま
ず
、
打
撃
力
を
つ
け
る

こ
と
を
最
優
先

に
考
え
な
が
ら
、

基
礎
体
力
を
積
み
、
技
術
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
念

頭
に
、
今
後
も
練
習
指
導
を
行
っ
て
い
き
ま
す
」

　
「
決
し
て
打
て
な
い
投
手
や
、
抑
え
ら
れ
な
い
打

者
は
い
な
い
の
で
す
。
う
ち
は
チ
ャ
ン
ス
が
少
な
い

だ
け
、
相
手
の
好
機
を
潰
し
、
チ
ャ
ン
ス
を
も
の
に

す
れ
ば
我
々
も
勝
点
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
、
こ
れ

ま
で
苦
し
い
試
合
の
中
で
、
勝
つ
チ
ャ
ン
ス
は
何
度

も
あ
り
ま
し
た
か
ら
」

　
あ
と
一
歩
で
勝
て
な
か
っ
た
試
合
を
振
り
返
り
、

勝
利
を
掴
む
こ
と
の
難
し
さ
を
痛
感
し
て
い
る
御
手

洗
監
督
に
は
、
何
を
す
べ
き
か
は
分
か
っ
て
い
る
。

　
接
戦
に
強
く
、
チ
ー
ム
の
総
合
力
で
勝
機
を
見
い

出
す
戦
略
“
つ
な
ぐ
野
球
”
で
他
の
五
大
学
に
挑
む

東
大
野
球
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
Ｏ
Ｂ

の
大
き
な
夢
と
期
待
も
込
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

　
「
リ
ー
グ
で
戦
う
か
ら
に
は
、い
つ
も
優
勝
を
狙
っ

て
、
全
力
で
挑
ん
で
い
き
ま
す
」と
、
現
役
の
前
田

主
将
に
も
、
決
し
て
諦
め
て
は
い
な
い
目
の
輝
き
を

見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
最
後
ま
で
勝
利
を
諦
め
な
い
精
神
で
、
リ
ー
グ
を

戦
い
抜
く
東
大
野
球
。
私
た
ち
は
、
近
い
将
来
“
東

大
リ
ー
グ
優
勝
”
の
目
撃
者
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。

1975年農卒。野球部現役時代
には投手として活躍。平成 21
年11月に監督就任。リーグ戦で
は一つでも多くの勝点を挙げ上
位進出を目指す。

東京大学硬式野球部監督

御
み

手
た

洗
ら い

 健
け ん

治
じ

 氏

Campus Viewキャンパス・ビュー
20代、30代の卒業生必見！

運動会 硬式野球部

後列左から　OB の山本隆樹さん（1975年法卒）、早川聞多さ
ん（1974年文卒）、前列左から　御手洗監督、前田善博主将

（全て投手です）

1937年建造の専用球場が指定建築物へ

ま
ず
は
初
戦
突
破
で
勢
い
に
乗
り
た
い

我
々
に
も
リ
ー
グ
優
勝
の
チ
ャ
ン
ス
は
あ
り
ま
す

Sports

文京区弥生 1-1-1　東京大学農学部 弥生キャンパス内
☎ 03-5840-8901
営業時間：11：00 ～ 22：00　日・祝祭日定休
http://www.abreuvoir.co.jp/

a b r e u v o i r

珠玉の時間を食事とティータイムで…

　
か
つ
て
の
向
ヶ

岡
学
寮
跡
地
が
今

は
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ

ハ
ウ
ス
に
。
昨
年

の
９
月
21
日
オ
ー
プ
ン
し
た
お
洒
落
な
レ
ス

ト
ラ
ン「
ア
ブ
ル
ボ
ア
」。落
ち
着
い
た
雰
囲

気
の
あ
る
総
数
40
席
の
店
内
は
、
デ
ザ
イ
ン

設
計
施
工
を
手
掛
け
る
会
社
の
直
営
と
あ
っ

て
、
内
装
は
洗
練
さ
れ
た
空
間
に
仕
上
が
っ

て
い
る
と
、好
評
で
す
。当
初
か
ら
セ
ン
タ
ー

の
テ
ー
ブ
ル
は
、
学
部
構
内
の「
ヒ
マ
ラ
ヤ

ス
ギ
」を
加
工
し
た
一
枚
板
と
い
う
の
も
見

逃
せ
な
い
と
こ
ろ
。

　
ラ
ン
チ
、
デ
ィ
ナ
ー
と
も
和
食
主
体
、
学

生
や
ご
近
所
に
大
人
気
。
15
時
〜
18
時
は

ビ
ー
ル
と
カ
ク
テ
ル
が
一
律
２
５
０
円
と
お

得
。
お
弁
当
の
デ
リ
バ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
も
嬉

し
い
。
ラ
ス
ト
オ
ー
ダ
ー
も
20
時
30
分
と
、

時
間
を
気
に
せ
ず
寛
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

パ
ー
テ
ィ
ー
も
60
名
迄
な
ら
Ｏ
Ｋ
。
本
郷
・

弥
生
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
寛
ぎ
一
時
を
過
ご
さ
れ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

レストラン	アブルボア（東京大学向ヶ岡ファカルティハウス）

　ふたご会は、第一・第二両工学部建築学科1950年卒業生の合同クラス会。
卒業30年以来5年ごとに開催している。今年は卒業60周年、5月25日12時か
ら学士会館に夫人など5人を含む26名が参集、久闊を叙し亡き友を偲び近況の
報告など賑やかな交流を行った。60年経って元気な顔を合わせられるのは幸
いなこと、更に次回の再会を期す発言もあり、名残を惜しみつつ散会した。
　1950年卒は多士済々だが、建築学会大賞を受賞した木村俊彦、鈴木成文 ,
田村明の三君が最近相次いで亡くなられたのは大変残念である。当初の両学部
それぞれ42人が、現在生存者計43人となったが、91才で富士登頂された元気
者（本城正八郎氏）もおられ、皆見習ってまだまだ頑張るつもりである。

（山口昭一（一工）  山本智雄（二工））

東大建築ふたご会60年祭

東京大学音楽部管弦楽団
「90周年記念」演奏会

～若手OB・OGと現役有志による特別編成オーケストラ～
日時：2010年12月25日（土）
　　　13:30 時開場、14:00 開演
場所：昭和女子大学人見記念講堂
指揮：三石精一（当団終身正指揮者）
プログラム：ブラームス作曲　交響曲第 1 番
ベートーヴェン作曲　交響曲第 5 番「運命」
ほか
チケット： 1,000円（全席自由・9月か

ら販売中）
問い合わせ：090-8056-4347（鴫原）
※詳細はインターネットでご覧ください。

　駒場祭は今年で61回目を数える
東京大学教養学部の 1・2 年生が中
心となって行われる学園祭です。毎
年、色とりどりの模擬店やバンド演
奏、様々なサークルによる企画をは
じめ、大人も子供も楽しめる体験型
の展示、教授の方々による公開講座

など数多くの企画が行われています。駒場祭で学生時代に想いを馳
せてみてはいかがでしょうか。皆様のお越しをお待ちしております。
第61回駒場祭
日程：11月21日（日）～23日（祝日）
場所：東京大学駒場Ⅰキャンパス
駒場祭委員会へのお問い合わせ
電話 :03-5454-4349
ホームページ：http://www.a103.net/komabasai/

駒場祭、覚えていますか ?

表
紙
に
登
場
し
て
く
れ
た
Ｏ
Ｂ

同窓会の残金に上乗せして母校に寄附しませんか？

おつり＋ PLUS募金のご案内

　「同窓会の会費残金を寄附したいが、少額なんだけど ---」という
幹事さんからの問合わせが増えています。また、ある同窓会では

「母校支援目的に、会費に1000円か2000円上乗せして集めてい
る。東大の同窓会でもそうしたい。」とおっしゃる幹事さんもいます。
皆さまのこうしたご要望にお応えして簡単な手続きでお振込頂く仕
組みを用意しました。

１． 東京大学基金事務局（下記）に「払込取扱票」を請求し、団体のお名
前で振込み。

２．振込手数料は寄附金額から差し引いてください（大学が負担します）。
　　 （* 払込取扱票の金融機関の収入印をもって領収書に代えさせて

頂きます。）

このシステムでは東京大学基金ホームページ（http://utf.u-tokyo.
ac.jp/）に団体名・寄附金額を掲示させていただきます。

お問い合わせ先 : 東京大学基金事務局
Tel.03-5841-1217　Fax.03-5841-1219
E-mail：kikin@adm.u-tokyo.ac.jp

○ 学士ホッケークラブ
運動会（フィールド）ホッケー部の OB 会。会員親睦と現役の活動支援。
会長　小町俊彦（S23 経済）、理事長代行　一川邦彦（S43 工・冶金）
○ UT Photo Club（1980）
1980 年卒を中心とするが、限定はせず他年次生も歓迎する。
写真技術向上と会員の交流。HCD にフォトコンテストを開催。
会長　南竹裕二（S55 法）　事務局　増渕　澄（S56 法）ほか5名

以下は駒場のクラス会
○ 理Ⅱ-4Bの会（32SⅡ-4Bクラス会）
駒場クラス会。毎年4月に会合する。2～3年に1回は海外開催。
幹事　 新村　正純（S36 工・船舶）
○ 49SⅡⅢ-12Bクラス会
駒場クラス会。毎年 11 月に会合する（HCD 当日に合わせる）。
幹事代表　橋本　晴男（S53 理・生化）

【新規加盟登録の同窓会のご紹介】 ○ 54LⅠⅡ-11Bクラス会
駒場クラス会。毎年開催し異業種交流を心掛けている。
クラス担任は山本明先生（2年に1回聖蹟桜ヶ丘で交流会開催）
幹事　江川　透（S58 法）

以下は会員名簿のご提供をいただいたクラス会
○ 35LⅠ-5Bクラス会（幹事　小沢さん）
○ 27SⅠ-3Bクラス会（幹事　伊藤さん）

引き続き「駒場クラス会名簿」ご提供のお願い

　駒場のクラス教養学部創設60周年を経て総数は3000以上あると思
われますので、データ集積は不十分です。引き続き、未登録団体の名
簿提供をお願いします。近い将来、クラス会動静の専用ページを常設
する予定ですので皆さまの
ご協力をお願いします。

  東大オケ　90周年 検索

Foods

農正門 西片門

J 講演会

懇親会

R
地震研究所

農正門

専用球場

東京メトロ南北線
「東大前駅」

a b r e u v o i r
生命科学
総合研究棟
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学生たちは真摯にかつ明快に論じた。サンデルはどんな意見
も否定せず鮮やかにまとめていく。
　最後に「疑問は解決されてない。合意もできなかった。し
かし、意見が異なる人たちが解決不可能なテーマについて話
し合いをすることは無駄ではない。どんなセンシティブな問
題もこうやって議論ができる。」とサンデルは言った。考える
こと、そして議論が重要だと彼は主張する。そして潔く謝罪。

「今日は素晴らしい議論を聞けた。友人は間違えていた。」
　講義の後、寄附者の方々の感想を聞いた。「学生たちはい
い議論をしていた。」「自分も手を挙げたかった。」「道徳を正面
切って議論したのは新鮮だ。」「今日の様な授業であれば哲学
も判り易い。」どなたも長時間の講義の後にも拘わらず興奮し
た面持ちで回答された。
　皆さん、今度会ったら「正義」について話しましょう。

　東京大学基金は、10月1日、WEBサイトを全面的にリニュー
アルいたしました。今回のリニューアルでは各種情報をより分か
りやすく皆さまにお伝えできるよう、キャンペーン中の募金活動

「支援プロジェクト」サイトと、寄附者の思いを伝える「寄附者の
声」サイトを追加し、東京大学への寄附についてご理解を一層深
めていただけるようにコンテンツの充実を図りました。

主な変更点は下記のとおりです。
◦「募金プロジェクト」サイトの追加
◦「寄附者の声」サイトの追加
◦新しい決済方法「PayPal」の追加

URL: http://utf.u-tokyo.ac.jp

　平素より東京大学に多大なご理解とご協力を賜り、誠に有難うございます。
　東京大学には、未来を担う人材、最先端の研究、世に役立つ様々な社会貢献活動があります。これらの活動への寄附を皆様に
提案していくことで「社会との接点を求めていく大学」を目指してまいります。大学への寄附、それは未来へ投資することなので
す。皆様からの温かいご支援により、東京大学基金資産残高は、2010年3月末現在420億円に達しました。引き続き「TODAI2000
―2020年には 2000 億円の基金へ」に向かって活動してまいります。どうか、更に多くの皆様からご支援を賜りますよう何卒
宜しくお願い申し上げます。

東京大学副理事　渉外本部長　杉山 健一

　この度、メールアドレスを頂いている寄付者の方々を対象
に3組6名様を「ハーバード白熱教室」にご招待致しました。
当日の模様を報告致します。

ハーバード白熱教室リポート
Justice with Michael Sandel
　8月25日NHK 教育テレビで話題のハーバード大学マイケ
ル・サンデル教授の授業が安田講堂で行われた。対話式の講
義は冒頭からサンデルが「友人から『日本人は議論が苦手』と
聞いたが大丈夫か？」と挑発し、学生が「我々は新しい世代
だ。心配ない。」と自信満々に返し拍手を受ける中で始まった。
テーマは「ボート漂流者の殺人」「イチローの年収」「犯罪者の
兄弟」「他国援助」から最後は「戦争責任」に至った。「オバマ
は原爆投下について謝罪すべきか」という重すぎるテーマを

寄附者特典

『東大基金』、サイトリニューアルの
お知らせ

東京大学基金へのご寄附のお願い

大学への寄附、それは「未来への投資」　　
2020年には、2000億円の基金へ

  東大基金 検索

　東大に遺産を寄附することを考え
ているが、相続税はどうなるの ? と
お考えの方へ。相続税の申告期限は
お亡くなりになった翌日から 10ヶ
月以内ですが、この期限内に相続人
の方が東大に遺産を寄附した場合、

「教育若しくは科学の振興、文化の
向上、社会福祉への貢献その他公益
の増進に著しく寄与するもの」への
贈与に該当するため、寄附した遺産
について相続税はかからないことに
なっています。この場合、相続税申告書に東大が発行する
明細書を添付することが必要です。
 「会計人東大会」（赤門学友会登録）
会計に関する実務や研究活動に従事している卒業生を中心
にした同窓団体です。
会長 : 磯部正昭（S41 文卒）

遺言、相続に限らず公認会計士・税理士へのご相談があれば
――■●税理士法人おしうみ総合会計事務所●■――
〒 107-0052 東京都港区赤坂 2-13-5 赤坂会館5階
TEL.03-3568-6532 　kaz_oshiumi@oshiumi-cpa.jp

東大に寄附した遺産に相続税は
かかりません !

　本棚に収まりきらなくなった書籍のスペース、引越しの際、
大量の書籍を新居に持っていくべきかお困りになった経験はあ
りませんか。
　古本募金「Books for NEXT」は、それらの書籍を社会へ還元させるとともに、東京大学の教育・研究に役
立てられるプロジェクトです。ご自宅では、書籍を段ボールに詰めるだけ。送料は当プロジェクトが負担いた
します。（5 冊以上から）

古本募金はじめました !

簡単 ! 申込方法
STEP1　申込書をWEBから入手
STEP2　電話申込で集荷（0120-826-292）
  古本募金
	 「Books	for	NEXT」の件と
　　　　お伝えください。

会計人東大会
事務局長

鴛
お し

海
う み

 量
か ず

明
あ き

（H2 経卒）

学生を指名するサンデル教授

学生 VS サンデル教授

オンラインからも申込可能です。
http://books.todai-kikin.jp/

1.　送料は無料（※5冊以上）です
2.　運送業者が集荷に伺います
3.　	書籍の売却代金は、東京大学に寄付され、
教育・研究に役立てられます

4.　	一部の書籍は、小中学校の図書館や海外の
研究機関に寄贈します

安田講堂全景 講堂内の銘板掲示例

　基金パンフレット「東京大学基金寄附のお願い」を同封いたしました。
　綴じ込みの「払込取扱票」（兼 . 寄附申込書）に必要事項をご記入の上、郵便局、銀行か
ら振込みください。ご寄附の皆様には、様々な特典、税制上のメリットがあります。
　30万円以上（累計）ご寄附いただいた方には、お名前（連名も可）を刻印した銘板を安
田講堂に掲示させていただきます。
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皆さまの投稿をお待ちしています。
（次の20号の掲載原稿は11月末が締め切りです）

１．同窓生の消息や思い出の資料を探す
　　「ご存知ありませんか ?」
　　150 字以内で原稿をお送りください。

２．「私にとっての東大、次世代に伝えたい（1000 字以内）」
　　原稿とお写真、自己紹介文（60字程度）をお送りください。

３．「同窓会便り（300 字以内）」原稿募集
　　原稿とお写真をお送りください。

４．住所変更など
　　 会報「懐徳」のお届け先の変更は、事務局（下記）までご連絡

ください。
　　連絡先
　　Tel. 03-5841-1227（平日10:00～12:00、13:00～17:00）
　　Fax. 03-5841-1054　gakuyukai@adm.u-tokyo.ac.jp

赤門学友会報
懐徳 赤門学友会会報誌 /No.19	2010.10	発行

発行事務局
〒 113-8654　東京都文京区本郷 7-3-1
Tel. 03-5841-1249 （平日10:00～12:00、13:00～17:00）
Fax. 03-5841-1054
E-mail：gakuyukai@adm.u-tokyo.ac.jp
http://www.todai-alumni.jp

「高校まで野球の経験はあるのですが、本格的
に野球を始めたのは東大に入学してからです」
神宮を同時代共に戦った早川さんや御手洗さん
とは、同じ投手として切磋琢磨しながら競い
合った友。今でも東大の成績が気になります。

山
や ま

本
も と

 隆
た か

樹
き

さん（OB）
1975年法学部卒

小学生時にソフトボールと出会い、以後中学、
高校と、投手として野球に打ち込み、東大入学
後も投手として、数々の名勝負を繰り広げて来
ました。2009年11月に硬式野球部の監督に就
任。全OBの悲願であるリーグ優勝を目指します。

御
み

手
た

洗
ら い

 健
け ん

治
じ

さん（監督）
1975年農学部卒

表紙写真モデル

「同世代を戦い、卒業後プロで活躍した、嘗ての
ライバルとの勝負が今でも忘れられません。あ
と1勝でリーグ4位というシーズンもありました」
大学で初めて野球を始め、投手として活躍した4
年間は、その後の人生の大きな糧となりました。

早
は や

川
か わ

 聞
も ん

多
た

さん（OB）
1974年文学部卒

学士会
（7大学）

（会費有料）

赤門学友会
（東大のみ）

（会費無料）

東 大

京 大

東北大

北 大

九 大

阪 大

名 大
卒業生

7大学の学士、修士、博士、教員
在校生 教職員

学
士
会

１） 「赤門学友会」は大学の機関である「卒業生室」の実動部門の形
で大学理事の下で活動しています。（発足は国立大法人化の
2004年10月。）活動目的は大学と会員、会員相互のコミュニ
ケーションの緊密化であり、卒業生に母校をより身近な存在に
感じていただき、大学支援の環境を醸成することです。

２） 設立以来、会員と連絡のための名簿整備を鋭意進めています。
名簿情報の流出防止のため、法と校則に従って厳重に管理して
います。同窓会の代表者・クラス会幹事の皆さまには「母校愛」
の観点から最新の団体名簿ご提供にご協力をお願いします。ま
た卒業生個人としては、tft（TODAI for tomorrow）システム
への登録にご協力ください（アクセスは左欄ご参照ください）。

３） よくある質問で「学士会とどう違うのか ?」などの誤解がありま
すが、赤門学友会と学士会は全く別の団体です。現在の学士会
は、旧帝国大学（現7校）出身の学士・修士・博士・教員が有資
格者の団体です。（図をご参照ください。）赤門学友会は東京大
学関係者の団体です。

赤門学友会とは

今号の表紙のモデルは、2010年秋期リーグを目前にした東京大学硬式野球
部OBと現役主将のみなさんです。

 オンラインコミュニティ「TODAI	for	tomorrow」=tft	への登録を
お奨めします。（http://www.alumni.u-tokyo.ac.jp/tft/	からアク
セスできます。）
 登録済みの方の住所変更等はマイページ「ご登録情報」にてご
自分で変更できます。

 TFT（Todai for tomorrow）
◦ 卒業生と大学の絆を深めるオンラインコミュニティです。
◦ 個人で登録していただきます。
◦ パーマネントアドレス（東大オリジナル）取得やサイト内同

窓生検索ができます。

少年野球から始まり、高校まで軟式野球の経験
を積んで、入学後、硬式野球部に入部。「それま
で内野手と投手を掛け持ってきましたが、2年生
から本格的に投手に専念しました」と言う前田主
将の目標は、現役最後のシーズンでリーグ優勝。

前
ま え

田
だ

 善
よ し

博
ひ ろ

さん（主将・投手）
農学部4年在学

会報が同一人に2冊以上届いていませんか？
→下記へ御一報下さい。
電算処理の際、表記の些細な違いから、別人
判定される場合があり、名寄せ作業の難問に
なっています。


